
2024年4月1日更新

事業名 内　容
1 インターネット情報提供事業 TIA及び県内にある国際交流団体の活動内容や県内外の最新

情報を収集し広く県民に提供するとともに、外国人住民には多
言語により最新の生活関連情報を提供する。

2 通訳・翻訳等支援事業 公共機関や外国人住民等などの要請を受けて翻訳・通訳の活
動を行う協力者として登録する「トランスレーターバンク」、及び
外国からの来訪者のホームステイへの協力者として登録する
「ホストファミリーバンク」を運営する。

3 とちぎ外国人相談サポートセン
ター事業

外国人が、在留手続、雇用、医療、福祉、出産・子育て・子ども
の教育等の生活に関わる様々な事柄について疑問や悩みを抱
いた場合に、情報の取得や相談ができる窓口「とちぎ外国人相
談サポートセンター」の運営を行うとともに、専門機関と連携し精
神保健、法律、在留資格・ビザに関する専門相談に応じる。

4 企業等相談窓口事業 企業が、技能実習や新たな在留資格「特定技能」に対応できる
よう、外国人材の雇用について気軽に相談できる窓口を開設
し、適正な外国人材の活用を支援する。

5 外国人材コーディネーター事業 入管法の改正等に伴い増加する外国人材の受入体制整備・運
営の総括調整を行うため、外国人材コーディネーターを配置す
る。

6 災害時外国人支援事業 地震や台風等の災害発生時に日本語が十分に理解できない外
国人を迅速に支援するためのサポーター養成セミナーをはじ
め、災害時キーパーソンネットワークづくり、防災教室の実施な
どの事業を総合的に実施し、外国人住民の防災への行動認識
の醸成と支援体制整備を図る。

7 日本語学習支援事業 外国人住民の日本語学習を支援するため、日本語指導ボラン
ティアを対象とした日本語教室の運営や教え方を学ぶ情報交換
会を開催する。
また、外国人とのコミュニケーションに役立つ「やさしい日本語」
を学ぶセミナーを開催する。

公益財団法人栃木県国際交流協会（TIA）事業とSDGs

関連するSDGs
TIAは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

SDGsについてはこちらから　https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html
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8 地域日本語教育の体制づくり事
業

外国人住民に対する日本語教育体制づくりの総合調整を行うた
め、「地域日本語教育コーディネーター」を配置する。
また、県内の地域や企業における日本語学習支援希望者や日
本語学習支援活動者を対象とした研修会を実施し、外国人住民
の日本語教育支援の担い手を育成する。

9 オンライン日本語学習支援者バ
ンクの運営事業

地域の日本語教室にアクセスできない外国人住民が日本語学
習につながるよう、オンラインによる日本語学習活動を促進する
ため、学習支援者を登録するバンクを運営する。

10 外国人材活用促進セミナー事業 技能実習生や新たな在留資格「特定技能」に関するセミナーを
開催し、外国人材を雇用しようとする企業や技能実習生監理団
体等に対し、外国人材の適正な活用について情報を提供する。

11 「多文化共生」実務者対応力向
上事業

市町や市町国際交流協会等において多文化共生の地域づくり
に携わる職員等を対象とした研修を開催し、多文化共生に関す
る各種施策の企画・立案能力や事業展開に必要な知識やスキ
ルの向上を図る。

12 外国人キーパーソンネットワーク
事業

日本語や日本文化に対する理解が十分でない外国人に生活情
報や災害時の情報を的確に伝えるため、外国人住民の間に形
成されたコミュニティの中心となる「外国人キーパーソン」の更な
る発掘を進めるとともに、研修会を実施し、コミュニティに情報を
広めるボランティアとして育成する。

13 グローバル人材確保支援事業 県内外の外国人留学生や海外留学経験のある日本人学生等
のグローバルな人材と海外展開を目指す中小企業とのマッチン
グを実施し、グローバル人材の就職支援と県内企業の人材確
保を支援する。

14 やさしい日本語普及事業 日本語能力がまだ不十分な外国人とのコミュニケーションに有
効な手段である「やさしい日本語」を外国人、日本人双方の住民
に向けてより一層の普及ができるよう関係機関に働きかけ、ロ
ゴマークの活用促進や研修などを行う。

SDGsについてはこちらから　https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html
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15 介護の仕事のための日本語教
室事業

外国人住民を対象に、介護分野への就職支援、及び介護職へ
の定着化を図るため、介護の仕事に役に立つ日本語を学ぶた
めの「日本語教室」を開催する。

16 とちぎ多文化共生フォーラム開
催事業

生活者としての外国人住民が地域で円滑に受け入れられ、地
域住民の一員として日本人住民と共生していくため、異文化理
解・多文化共生の啓発を目的としたフォーラムを開催する。

17 国際交流団体連携推進事業 TIAホームページに県内の国際交流団体の活動状況等を掲載
するとともに、市町国際交流協会相互の連携と情報交換を図る
ための会議を開催する。
国際交流団体の国際交流催事及び講演会、フェスティバルなど
の行催事の後援及び広報に協力する。

18 国際協力機構（JICA）協力事業 独立行政法人国際協力機構（JICA）が県内国際協力の窓口とし
て配置している栃木デスクの業務を支援する。

19 国際協力機構（JICA）連携事業 本県における国際協力を推進するため、JICA教師海外研修参
加者による研修・授業実践報告会、及びJICA海外協力隊活動
報告会を開催する。

20 国際理解推進事業 小・中学校、高等学校、公民館等からの要請に応じて、国際理
解教育や国際理解講座の講師として、JICA海外協力隊経験者
や外国人住民等を派遣し、国際理解を促進する。また、中学生
等の社会体験学習プログラムに対応する。

21 とちぎグローバルセミナー事業 県内で国際理解や国際協力の活動を行う民間団体と協働し、そ
れぞれが特長を生かしたセミナーを集中開催することにより、県
民の国際理解を促進する。

SDGsについてはこちらから　https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html
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